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Abstract 
“Project” is a required third-grade course in the School of Network and Information, Senshu 
University. The currently-used method for assigning students to projects has certain drawbacks. To make 
better project assignments, we use a mathematical optimization model and verify effectiveness of our 






















である．各プロジェクトの定員は 8 名程度，上限人数は 9
名とされ，最終的な人数は 6～9 名が目安とされている． 
しかしながら，上述の 2 回募集方式には以下のような問



















































化モデル[3, 6]について説明する．  
2.1. 決定変数 
プロジェクトの総数を 𝑚𝑚 ，学生の総数を 𝑛𝑛 とし，プロジ
ェクトを表す添え字を 𝑖𝑖 = 1, 2, … ,𝑚𝑚 とし，学生を表す添え
字を 𝑗𝑗 = 1, 2, … , 𝑛𝑛 とする． 




 1  学生 𝑗𝑗 をプロジェクト 𝑖𝑖  に配属する場合











= 1 (𝑗𝑗 = 1, 2,… , 𝑛𝑛) 
 
 第 2 の制約条件は，プロジェクトの定員に関する条件で
ある．プロジェクト 𝑖𝑖 の配属人数を 𝑎𝑎𝑖𝑖 人以上 𝑏𝑏𝑖𝑖 人以下とす
るとき，この制約条件は以下のように記述できる． 
 





 最後の制約条件は決定変数の 0-1 整数条件であり，以下
のように記述できる． 
 

















 100,   学生 𝑗𝑗 がプロジェクト 𝑖𝑖 を  
第 1 希望とする場合
0～100,  学生 𝑗𝑗 がプロジェクト 𝑖𝑖 を  


























= 1 (𝑗𝑗 = 1, 2,… , 𝑛𝑛) 












𝑝𝑝𝑖𝑖𝑖𝑖 = 100 + 𝛼𝛼 ⋅ 𝑠𝑠𝑖𝑖 
 
ただし， 𝑠𝑠𝑖𝑖 は学生 𝑗𝑗 の成績を表す定数とし，𝛼𝛼 は成績の重要
度を表す非負値のパラメータとする．このように希望度を
設定することで，成績の良い学生を優先して第１希望のプ











プロジェクトの履修学生は 250 名とし，そのうち 100 名
はプロジェクト起案者として配属プロジェクトは事前に決
定しているものとする．したがって，プロジェクトに応募
する学生は 150 名（𝑛𝑛 = 150）とし，プロジェクト数は 30





均 60 点，標準プロジェクトに対しては平均 40 点，不人気
プロジェクトに対しては平均 20 点とし，標準偏差はすべ
て 20 点として正規乱数により生成した．ただし，希望度は
0 点以上 100 点以下になるよう切り上げ・切り下げを行な
った．希望度は一定の割合で無作為に 0 点に置換すること
で，学生の希望度の入力数を調整し，各学生の第 1 希望の




𝑠𝑠𝑗𝑗 = 151 − 𝑗𝑗 (𝑗𝑗 = 1, 2, … , 150) 
 
3.2. 2回募集方式の模擬実験 
現行の 2 回募集方式の模擬実験として，C 言語を用いて
以下のようなプログラムを実装した． 








と最適化ソルバーSCIP [1, 5]を用いて求解した． 
 2 回募集方式 ‥2 回募集方式の模擬実験（3.2 節） 
 希望度最大化 ‥学生の成績を考慮せず，希望度の総
和を最大化する数理最適化モデル 
 成績考慮（𝛂𝛂 = 𝟎𝟎. 𝟐𝟐𝟐𝟐） ‥学生の成績を考慮した数理
最適化モデル（α = 0.25 と設定） 
 成績考慮（𝛂𝛂 = 𝟏𝟏. 𝟎𝟎） ‥学生の成績を考慮した数理最






均 6 個と想定し，8 割の希望度は事前に 0 に置換した． 
4 種類の配属方法の結果の要約を表 1 に示す．希望度最



















2 回募集方式 9986 0.679 
希望度最大化 11112 0.078 
成績考慮（α = 0.25） 11009 0.382 
成績考慮（α = 1.0） 10403 0.683 
 
 4 種類の配属方法における配属学生の希望度の分布を図
1～4 に示す．2 回募集方式（図 1）では 11 名の学生が希望
度 0 点のプロジェクトに配属されてしまうが，希望最大化
モデル（図 2）では全学生を希望度 20 点以上のプロジェク
トに配属している．成績考慮（α = 0.25）モデル（図 3）で
も 1 名を除いた全学生を希望度 20 点以上のプロジェクト
に配属しているが，成績考慮（α = 1.0）モデル（図 4）で
は 5 名の学生が希望度 0 点のプロジェクトに配属されてし
まう．  
 4 種類の配属方法における配属学生の成績と希望度の散
布図を図 5～8 に示す．2 回募集方式（図 5）と成績考慮
（α = 1.0）モデル（図 8）では，成績と希望度の間に正の
相関が見られ，成績上位の学生のほとんどが第 1 希望（希
望度 100 点）のプロジェクトに配属されている．特に成績
考慮（α = 1.0）モデルでは，希望度 0 点のプロジェクトに
配属されるのは成績下位の学生のみとなっている．希望度
最大化モデル（図 6）では成績と希望度の間に相関は見ら
れないが，成績考慮（α = 0.25）モデル（図 7）では成績上












図 3：配属学生の希望度の分布（成績考慮（α = 0.25）） 
 
 










図 7：成績と希望度の散布図（成績考慮（α = 0.25）） 
 
 
図 8：成績と希望度の散布図（成績考慮（α = 1.0）） 











を図 9 に，平均 12 個の場合の結果を図 10 に示し，図 3（平
均 6 個入力）と結果を比較する． 
入力数が平均 3 個の場合（図 9）では，11 名の学生が希
望度 0 点のプロジェクトに配属されてしまう．また入力数









図 9：配属学生の希望度の分布（平均 3 個入力） 
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